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光は常に移ろいゆくものです。

明け方から深夜にかけてじっくりと変化していきます。
やわらかな雲の影、大地に降り注ぐ木漏れ日、風に揺れて輝く稲穂、水面にきらめく光の粒、星々の瞬き。
これら自然の光が生み出す風景は、私たちの心に毎分毎秒語り掛けてきます。
海には満潮干潮があり、砂浜も波によりその姿を変化させます。天候にも左右されます。 

闇に紛れ静かにやってくる波が砕けるとき、気持ちのよい音とともに白波が現れます。
常に形を変えるその波を、心地よく照らし出したい。もちろん人工光によるライトアップですが、常に移ろう自然
光のように、一定ではない光の効果を生み出すことができます。
この生まれては消える儚さを、忙しい日常を忘れ浜辺でグラスを傾けながら、家族や恋人、友達と感じとって欲しい。
地元の大切な浜辺をもっと愛して欲しい。そんな想いを込めた逗子海岸での Night Wave が完成しました。

【実施エリア】神奈川県逗子市 逗子海岸一帯　（光の筋は約 300m）
【来場者】約 1 万人
【機材消費電力】1000W
【電源供給】三菱アウトランダ―PHEV よりすべて供給
【使用機材】特殊 LED 照明23 台
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